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太田真澄 (東大 ･理 ･入校)
従来､霊長規の核型進化についてはバンド･バ
ターンの比較lこ基づいて研究が行われていた｡そ
の後､体細胞遺伝学的手法により遺伝子地図を作
成し,これを比較研究する方法がとられるように
なった｡この方法は大変労力のいるものであり､
遺伝子マップを種間で比較するには十分なデータ
が得られなかった｡最近では､クローン化した
DNAを蛍光標識し､これを直接染色体上にハイ
ブリダイズさせ､その位置を調べる方法である
FISH 法が確立し､効率よくしかも正確にマップ
作成ができるようになった｡ヒトにおいては特に
遺伝子クローンが多数得られているので,併存性
の高いものについてはこれを近鉄のサル境の染色
体研究に使用することができる｡汚外でも旧世界
ザル類を中心もこ比較遺伝子マッピングによる染色
体進化の研究が進みつつある.そこで､ヒトと最
も近魚のチンパンジーについて､ヒト由来のコス
ミド･クローンを用いてマッピングしその結果を
ヒトと比較するITみ 系統の離れた新世界ザルや
原猿についても同様の比較マッピングを拭みた｡
a)ヒトのコスミド･クローンのFBHにより､ヒ
ト2番染色体と相同のチンパンジーの2対の染色
体 (12,13番)との対応関係を明らかにした｡す
なわちチンパンジーの上記2染色体が鮫肌テロメ
ア部分で直列に融合したことを確かめた｡･¢)節
世界ザルのリスザルCSak7di'sdureus) の顔色
伊につき.ヒト顔色捧持貞卿ライブラtj-E=よる
FISH (ペインティング)を行い紳 な男色体の
脚 伊を卵らかにした.虎濃E=ついては研究中
である｡
